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要旨：本研究の目的は，我が国の母性看護学実習に関する文献を概観し，母性看護学実習

における教育方法の現状と課題を明らかにすることである。医学中央雑誌 Web版を用い，
キーワードを「母性看護学実習」として検索した。対象出版物は 2008年から 2013年まで
に国内で発表された原著論文とした。その結果，119 編を抽出した。そして，年次別，内
容別に分類し，教育方法・内容・効果について検討を行った。その結果，論文数は 2009
年次から増加し始め，2009年が最も多かった。上記論文を分析した結果，［母性看護学実
習での学び］ ［母性看護学実習における教育方法の検討］ ［母性看護学実習に関する意

識調査］ ［母性看護技術経験の状況］ ［実習事前課題の検討］ 男子看護学生の学生生

活上の困難］ 看護実践の受け入れと対応 の順に多い結果となった。このうち［母性看護

学実習における教育方法の検討］について更に内容を検討してみると，《授業と実践の統合》，

《実習指導過程における環境の調整》，《効果的な教育内容の検討》，その他に分類できた。

今後，少子化などの影響により母性看護学領域の実習施設は更に不足することが予測され

ていることから，限られた実習環境のなかで対象理解につながる教育方法の検討が急務で

あることが示唆された。

Ⅰ．はじめに

近年，わが国では医療の高度化や看護ニーズの多様化に伴い，看護職員への期待が高ま

っている。1992年の「看護師などの人材確保の促進に関する法律」の施行などを契機とし
て看護系大学は急激に増加し，2013年には全国で218の看護系大学が開設されている1）。

岡山2）は，こうした背景を少子高齢化，医学・医療の高度化，人々の価値観の変化等，社

会の多様な変化により，高度な専門性を備えた看護職が社会から求められているとしてお

り，「大学における看護系人材養成の在り方に関する検討会」最終報告3）では，学士課程に

おける看護系人材養成には，指定規則による特定の職種に関する専門的な知識・技術の教

育に留まらず，批判的思考力や創造性の涵養，研究能力の育成が求められると示されてい

る。その一方で，少子，高齢化社会の到来や医療の高度化，実習における侵襲を伴う看護

行為の制約等，社会や保健医療を取り巻く環境の変化と学生の多様化に伴って，臨地実習

の在り方の見直しや教育内容の工夫の必要性等の課題が指摘されている3）。

母性看護学実習は，妊娠・分娩・産褥各期にある女性と新生児及びその家族を対象とし
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て，その家族の役割移行を理解し，健康の保持・増進と家族機能の順調な発達に関する援

助について学習する。しかしながら，神林ら4）は，学生にとって母性看護学実習は，難易

度が高く緊張や不安の強い実習であることを報告している。そして，少子化などの影響に

より母性看護学実習施設は今後更に不足することが予測されており，限られた実習環境に

おいて対象理解につながる効果的な教育方法の検討は急務であるといえよう。

そこで本研究では，わが国の母性看護学実習に関する文献を概観し，母性看護学実習に

おける教育方法の現状と課題を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ 研究方法

１．研究デザイン

文献研究

２．研究方法

文献検索は「母性看護学実習」をキーワードとして実施した。検索データベースは医学

中央雑誌Web版を用い，対象出版物は 2008年から 2013年までに国内で発表された原著
論文とした。上記検索の結果抽出された 119文献を年次別，内容別に分類し，教育方法の
内容やその効果について検討を行った。

３．倫理的配慮

著作権の侵害にならぬよう，引用・参考文献名および引用・参考箇所を明確に示す。

Ⅲ．結果

１．年次別発表論文数の検討（表 1）
年次別に発表された論文数は表 1に示す通りであり， 2009年から増加し始め，2009

年が 28編で最も多かった。

２．母性看護学実習に関する論文の内容の検討

１）論文の内容

2008年から 2013年までの母性看護学実習をキーワードとする原著論文は 119編であり
研究内容を内容の類似性により分析した結果，［母性看護学実習での学び］ 34編 母性看

護学実習における教育方法の検討  22編 ［母性看護学実習に対する意識調査］18編 ［母
性看護技術経験の状況］10編 ［実習事前課題の検討］8編 ［男子看護学生の学生生活上

表1．母性看護学実習に関する発表論文数

発表（年） 論文数（編）

2008 13
2009 28
2010 27
2011 21
2012 21
2013 9
合計 119
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の困難］5編 ［看護実践の受け入れと対応］3編の順に多い結果となった（表 2）。

上記論文のうち，［母性看護学実習における教育方法の検討］22 編について，さらに内
容を検討した結果，《授業と実践の統合》8編，《実習指導過程における環境の調整》6編，
《効果的な教育内容の検討》5編，その他 3編に分類できた 表 3 。

２）［母性看護学実習における教育方法の検討］に関する研究対象

研究対象は，学生 20編（91.0%），臨床指導者 2編（9.0%）であった。そして，学生の
所属する教育機関別にみると，看護系大学学生 10 編（50.0%），3 年課程看護専門学校学
生 6編（30.0%），3年課程看護短期大学学生 4編（20.0%）であった。

３．［母性看護学実習における教育方法の検討に関する］論文の内容

１）授業と実践の統合

授業と実践の統合に関する論文では，小林 5）は，母性看護学領域における教授方法に関

する研究で，母性看護学実習前の授業において看護場面を想定したロールプレイの実施や

保健指導案の作成は，母性看護学実習での看護展開に有効であることを報告しており，露

木ら 6）は，母性看護学のカリキュラム評価に関する研究で，授業と授業の間に演習を組み

入れることや，母性看護学実習前に再度技術確認を行うことは，実習での「沐浴」「子宮底

測定」「レオポルド触診法」「児心音聴取」などの実施に有効であり，講義内容の概念的な

認識を体験することで理解が深まることを示している。

２）実習指導過程における環境の調整

実習指導過程における環境の調整に関する論文では，川上ら 7）は，母性看護学実習にお

ける指導者の役割に関する研究で，男子看護学生の母性看護技術経験の拡大には受け持ち

内容 論文数（編）

母性看護学実習での学び 34
母性看護学実習における教育方法の検討 22
母性看護学実習に関する意識調査 18
母性看護技術経験の状況 10
実習事前課題の検討 8
男子看護学生の学生生活上の困難 5
看護実践の受け入れと対応 3
その他 19

合計 119

表2．母性看護学実習に関する論文の内容

内容 論文数（編）

授業と実践の統合 8
実習指導過程における環境の調整 6
効果的な教育内容の検討 5
その他 3

合計 22

表3．「母性看護学実習における教育方法の検討」に関する22論文の内容

山陽論叢　第 21 巻 （2014）

- 13 -



山陽論叢 第 巻（ ）

 

 

患者の選定が重要であることを示している。主濱ら 8）は，母性看護学実習を指導する助産

師を対象に行った研究で，指導者は，学生がハイリスクな状況に遭遇しないように実習目

標に合わせた患者の選定や，学生の心理的動揺に配慮していることなどを報告している。

また，平山ら 9）は，ペア実習と実習満足度に関する研究で，実習での学習効果に実習グル

ープの関係が影響を及ぼすことや，実習指導者との良好な関わりが重要であることを報告

している。さらに，柴田ら 10）も，母性看護学実習における知識獲得に影響する因子に関

する研究で，実習後の知識獲得には「病棟スタッフの関わり」が影響しており，実習指導

者と連携した指導体制が充実することで知識の深化につながると述べている。

３）効果的な教育内容の検討

効果的な教育内容の検討に関する論文では，小山 11）は，分娩時の看護体験と類似体験

による学びの比較に関する研究で，母性看護学実習において分娩時の看護体験が行えた学

生に比べ，類似体験を行った学生の学びには「不安への緩和」「胎児に関する異常の早期発

見」「チーム間の重要性」「母親と児の絆」「生命に対する畏敬」「自己の存在価値の見直し」

が不足することを報告している。また，末永ら 12）は，新生児モデルを使用した育児疑似

体験の効果に関する研究で，母性看護学実習前に新生児モデルによる育児疑似体験を行う

ことで，児に対する肯定的な感情が高まりやすく，育児疑似体験は母性看護学実習の準備

学習ついて効果的であることを示している。そして，島田ら 13）は，母性看護学実習前の

補助的な学習として用いた e-learningシステムに関する研究で，構築した e-learningシス
テムは，学生への提供が可能なツールの一つであることを報告している。

４）その他

《授業と実践の統合》，《実習指導過程における環境の調整》，《効果的な教育内容の検討》

以外の論文では，佐藤 ら 14）は，母性看護実習過程の質を高めるには，「学習内容・方法」

「学生 患者関係」「教員，看護師 学生相互行為」「学生への期待・要求」「カンファレンス

と時間調整」「学生 人的環境関係」の教授活動の改善が必要であることを報告している。

また，山口 15）は，母性看護学に関する苦手意識の形成に関する研究で，学生の母性看護

学に関する苦手意識は，講義を受ける中で形成されることが多く，「覚えることが多い」「覚

えにくい」「イメージがつきにくい」という認知に関する要因が影響することを示している。

Ⅳ 考察

今回，「母性看護学実習」に関する文献検索を行い抽出された 119 文献を分析対象とし
た。2009年以降母性看護学実習に関する論文数が増加した背景には，2008年の「看護基
礎教育のあり方に関する懇談会」16）により，看護職員に求められる資質・能力が検討され，

看護教育の充実に向けて大学教育への移行が示されたことや，2009年の「大学における人
材養成の在り方に関する検討会一次報告」3）により，看護教員の養成のあり方や継続教育

等，看護教員の資質や能力の維持・向上に向けた課題や改善の方向性が示されたことによ

り，看護基礎教育が注目され，関心が高まったことなどが考えられる。

母性看護学実習における教育方法の検討に関する研究対象は，学生が約 9割であり，教
員や患者を対象にしたものはなく，これについては安斎ら 17）と同様の傾向であった。杉

森ら 18）は，看護学実習は学生・指導者・クライエントの 3 者を中心に，それぞれにその

梅﨑 ・ 富岡 ・ 井上 ： 母性看護学実習における教育方法に関する文献の検討
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他の医療従事者，家族，他の学生が複雑に関係しあうことを必然とする授業であり，教員

や指導者を対象にした研究や三者の相互行為に関する研究の必要性を述べている。本研究

の結果からも同様の取り組みが必要と考えられた。

次に，研究対象の学生が所属する教育機関は看護系大学が最も多かった。これは，看護

系大学の急増に伴い，学士課程における看護学基礎カリキュラムの構築や大学新設による

実習施設の開拓，看護系大学教員の教育力などには課題がある 3）19）ことが影響している

と考えられる。

母性看護学実習における教育方法の検討に関する研究内容について論文を概観してみ

ると，母性看護学実習における教育方法の検討については，授業と実践の統合や実習指導

過程における環境調整の重要性について多く報告されていた。

《授業と実践の統合》では， 実習による学習効果の向上には，学生が妊娠中の妊婦の

生活や育児をイメージできることが重要であり，授業と授業の間に演習を組み入れるなど

して講義内容の概念的な認識を体験する必要性について報告されていた 5）6）。また，母性

看護学実習前の補助的な学習方法のひとつとして e-learningシステムが示されていた 13）。

齋藤 20）は，母性看護学の教育方法の検討に関する研究で，マルチメディア教材の工夫は，

対象の理解と愛着を高めることに効果があり，教材の中でも学生が最も対象理解が深めら

れるのは，模型・人形であることを報告している。核家族化が進み，妊婦や新生児・乳児

との接触体験が少ない学生が，妊娠や出産，育児に伴う身体的，精神的，社会的な変化を

具体的にイメージすることは困難であることが予測され，模型・人形を用いたロールプレ

イや妊婦の生活を想定した妊婦体験演習を行うなど，講義により得た知識と適切な教材に

よる演習を組み合わせることで，母性看護学実習における対象理解の深化が期待できる。

また，実習事前学習や学内実習においても新生児モデルによる育児疑似体験は母性看護学

実習の準備学習として効果的であることが示されていた 12）。前述したように，模型や人形

を用いた演習により母性看護学実習の準備性が高められることは明らかであり 20），教科書

的知識と実践的知識の統合を図るための教材の開発や，教材の活用を含めた授業設計が重

要であるといえよう。

《実習指導過程における環境の調整》では，男子学生の看護技術経験の拡大には受け持

ち対象者の選定が重要であることや，学習効果に実習グループの関係性が影響を及ぼすこ

と，また，学習効果を上げるための知識獲得には実習指導者との関わりが重要であること

が示されていた 7）8）。豊田ら 21）は，男子学生の母性看護学実習実施については，対象に

承諾を得ることや男子学生を単独で行動させないなどプライバシーを守ることでの臨床側

への配慮と，看護学生としての意識や態度を高めるような働きかけを行うという男子学生

への配慮が必要であると述べている。また，健やか親子 21最終報告 22）では，家族の小規

模化，近隣における人間関係の希薄化などにより，父親が積極的に育児参加するケースは

増加しており，今後育児疲れや育児不安に陥る父親が増加する可能性を指摘している。し

たがって，男子学生が母性看護学実習を行ううえでの教育的配慮として，臨床側との連携

を密にすることはいうまでもないが，男子学生には，学生自身が親になるための準備段階

にあることや，女性のみならず，男性も出産や育児に関する知識や経験を積み，対象理解

に努めることが重要性について伝える必要がある。
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また，学習効果と実習グループの関係性について，水口 23）は，看護学実習は長期間に

わたるため，グループの関係がメンバーの学習状況に及ぼす影響は大きく，看護学実習グ

ループメンバーの構成要因は，心理・性格特性，成績（知的能力）などのメンバーの資質，

グループの凝集性などに注目された編成であることを報告している。武井 24）は，グルー

プを安定させるための教員の関わりは不可欠であると述べており，加藤 25）は，看護学生

のストレス反応に関する研究で，看護学生の友人間で生じるストレス反応に対して，個人

の対処能力を高めること，解決先送りコーピングの選択を促進することが重要であると述

べている。したがって，看護学実習を担当する教員は，グループ間の人間関係が学習状況

に大きく影響することを認識し，グループメンバーとの人間関係にストレスを感じている

学生には，解決先送りコーピングを助言するなど円滑な人間関係が保てるように日常的に

関わることが重要であると考える。そして，実習指導者との連携を密にすることで，学生

の看護上のニードに関するアセスメント能力は向上することが期待できる。

効果的な教育内容の検討では，分娩時の看護体験を実施した者と類似体験をした者では

共通した学びと不足する学びがあることが報告されていた 11）。2013 年の合計特殊出生率
は 1.43（厚生労働省 2013年調べ）と低率であり，母性看護学実習において学生が分娩期
の看護を実践することや生命誕生の瞬間を見学できる機会は少なくなることが予測される。

しかしながら，井上 26）は，学生にとって分娩見学は学生の感性に触れる体験となり，学

生の感性を伸ばす・自己成長を促す重要な意味を持つと述べている。分娩期の実習では，

分娩時の看護体験の類似体験であっても，実施した者と共通する学びがあることが報告さ

れており 11），実習指導教員は可能な限り学生が分娩に立ち会えるように実習指導者との調

整をはかることが必要である。また，母性看護学実習中の保健指導の実施は，母性看護学

実習での看護展開に有効であることが報告されており ），母性看護学援助論などの授業科

目に保健指導演習を組み込むことが重要であるといえよう。

《授業と実践の統合》，《実習指導過程における環境の調整》，《効果的な教育内容の検討》

以外の論文では，母性看護学実習に関する評価について，阿部 27）は，看護学実習評価に

おいて，看護学実習の特性を生かした教育評価の方法，教師，実習指導者に関する教育評

価研究の必要性を示唆している。そして，杉森 18）は，看護学実習の特質についてあらゆ

る看護の場において，各看護学の講義，演習により得た科学的知識，技術を実際のクライ

エントを対象に実践し，既習の理論，知識，技術を統合，深化，検証するとともに，看護

の社会的価値を顕彰する授業であると述べており，看護学実習に関する教育評価の発展は

母性看護学実習での学習効果の向上において重要であると考える。次に，苦手意識形成の

要因については，母性看護学に関する苦手意識は，講義を受ける中で形成されることが多

く，記憶に関する要因が影響することが報告されていた 15）。本多 28）は，母性看護実習中

に学生が感じるストレスについて「看護過程」「知識のなさ」などを示している。母性看

護学実習では「褥婦」「悪露」をはじめとした他領域では用いることがない専門用語や，

基準値に基づき対象の生理的な適応をアセスメントする能力が求められることから，学生

には難易度が高いと受け取られやすく，苦手意識につながることが考えられる。そのため，

母性看護学援助論での看護過程演習の強化や基礎的知識定着に向けた教材の工夫，対象を

イメージしやすい教育方法の検討が急務であると考える。 
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本研究の結果から，わが国の母性看護学実習における教育方法には課題があることが明

らかとなった。今後，少子化などの影響により母性看護学実習施設は更に不足することが

予測されており，実習を効果的に行うためには，机上の学習と実践をつなぐ学生自らの探

究心の向上を支援する必要があると考えられる。そして，主体的に学ぶ学生，効果的な教

育方法，実習環境の調整などの要因をあわせた更なる研究が必要である。そして，今回研

究対象とした論文には母性看護学領域教員の看護実践場面における教授活動に関する研究

はみられなかったため，今後は教員を対象とした研究も発展させるなど，限られた実習環

境のなかで対象理解につながる教育方法の検討の必要性が示唆された。

本研究では，医学中央雑誌Web版に限定してデータを収集しているため，限界がある。
今後，分析対象を増やし，得られた結果の信頼性を高めることで，効果的な母性看護学実

習に関する教育方法の示唆が得られると考える。
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